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ご挨拶

この“すぐに使える操作ガイド”は、お客様にとって使用頻度の高い機能の操作方法をイラスト
も交えてわかりやすく説明してあります。
まずは本ガイドを使って本製品が持つ優れた機能の一部をご堪能ください。

また、さらに多くの優れた機能をお知りになりたい方は、機能ごとのユーザーズガイドをごらん
ください。

ご挨拶
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ユーザーズガイドのご紹介
本製品の付随するユーザーズガイドは、以下のとおりです。
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はじめに

すぐに使える操作ガイド
すぐに本製品をご利用いただけるよう使用頻度の高い基本機能の操作方法を紹介していま
す。
本製品を初めてお使いになる場合や機能の概要を知りたい場合は、このユーザーズガイド
をごらんください。

bizhub 163 ユーザーズガイド
本製品のコピー機能や機能の設定方法、メンテナンス方法について記載しています。用紙
と原稿について、便利なコピーのとりかた、消耗品の交換方法、紙づまりなどのトラブル
対処方法を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。

GDI プリンタードライバー　ユーザーズガイド
標準装備のプリンターコントローラーで設定できるプリンター機能について記載していま
す。プリンタードライバーのインストール方法やプリンター機能の使いかたを知りたい場
合は、このユーザーズガイドをごらんください。

NC-503 ネットワークカード　ユーザーズガイド
オプションのNC-503 を装着したときに使用できるネットワーク機能や機能の設定方法
について記載しています。ネットワーク機能、Scan to E-mail、Scan to FTPの使い方
を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。

IC-206 イメージコントローラ　ユーザーズガイド
オプションのイメージコントローラ IC-206 を装着したときに使用できるプリンター機能
について記載しています。
PCLプリンタードライバーのインストール方法やネットワーク機能、Scan to E-mail、
Scan to FTPの使い方を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。

TWAINドライバー　ユーザーズガイド
本製品とコンピューターを接続するローカル TWAIN と、ネットワーク経由の TWAIN の
操作方法について説明しています。TWAINドライバの使い方を知りたい場合は、このユー
ザーズガイドをごらんください。本マニュアルはUser Software/Printer Driver CD-
ROMに収録されています。



FTP サーバー 

メ ー ル サーバー ネ ッ ト 
ワー ク 

ス キ ャ ナー 
コ ピ ー 

プ リ ン タ ー イ ンタ ー 
ネ ッ ト 

bizhub 163 は、オフィスの環境や使い方に合わせて、
快適なワークフローを実現するモノクロ複合機です。
オフィスワークに不可欠なコピー、スキャナー、プリン
ター、ネットワーク機能を 1台に搭載し、ニーズに合わ
せて幅広くご活用いただけます。

コピー機能
2in1、4in1 コピー、回転コピーができます。
パスワードを入力してから本機を利用する設
定や部門ごとにコピー枚数を集計できます。

ネットワーク機能
本機で読込んだデータはネットワークを介し
てスムーズに送信することができます。操作
パネルからの宛先指定で、FTP サーバーや
データを添付ファイルとしたE-mail の送信が
できます。

スキャナー機能
紙文書をすばやくデジタルデータに変換しま
す。TWAIN機器に対応した各種のアプリケー
ションから本機をスキャナーとして使用でき
ます。ネットワーク上のコンピューターから
TWAIN 機器に対応したアプリケーションを
操作することもできます。

プリンター機能
コンピューターから印刷するときに、用紙サ
イズや画質、レイアウトなどさまざまな設定
が可能です。重要書類の印刷には、機密文書
機能を使って、パスワードでセキュリティー
ロックをかけることができます。プリンター
ドライバーのインストールは付属の CD-
ROMで行ないます。詳しくは、「GDI プリン
タードライバーユーザーズガイド」をごらん
ください。
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こんな機能が
あります



操作パネルについて
操作パネルには、メッセージを表示するディスプレイと、【スタート】キーや【ストップ】キー
などのハードキーがあります。ここでは、これらのキーの働きについて説明します。
本書では、操作パネル内のキー名称、電源スイッチなどを【　】で表しています。

1 2 3 4

1617 15 14 13 12 11 10
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20

19

18
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1 【パワーセーブ】キー／
ランプ

スリープモードに切替わります。

2 【混載原稿】キー／ランプ 混載原稿を選択します。

3 ディスプレイ コピー枚数や倍率、設定メニュー、エラーメッセージを表
示します。

4 【▲】、【▼】、【 ▲】、【

▲

】キー
【OK】キー

【▲】【▼】【 ▲】【

▲

】で、ディスプレイ上の選択項目を移
動したり設定値を変更します。
【OK】で、各種設定値を決定します。

5 【プリンタ】キー／ランプ コンピューターからのプリント中はランプが点灯し、デー
タの転送中はランプが点滅します。

6 【ID】キー 部門管理をしているときに使用します。

7 【短縮】キー よく使うアドレスを登録して、送信時に呼び出します。

8 【アドレス帳】キー 短縮ダイアルに登録されている内容が表示されます。

9 【戻る】キー 前の画面に戻ります。

10 アラームランプ エラーが発生したときに点灯または点滅します。

11【濃度】キー コピーの読み取り濃度を選択します。

12【画質】キー 原稿の画質を選択します。
コピーモード時は「文字」「写真」「文字／写真」から選択
します。
ファクスモード時は「文字」「写真」から１つと、「普通」「精
細」「高精細」から１つとの組み合わせから選択します。

13【倍率】キー コピー時の画像の拡大／縮小を設定します（p.24）。

14【用紙】キー 使用する用紙トレイを選択します。

はじめに
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15【機能】キー／ランプ とじ代をつけてコピーする、便利なコピーや設定ができま
す。

16【仕上り】キー／ランプ コピーの仕上りモードを選択します。

17【集約】キー／ランプ 複数枚（2枚または 4枚）の原稿画像を、1枚の用紙に集
約してコピーする（2in1,4in1）設定をします。

18【確認】キー カウンタの確認、通信結果の確認、レポート出力を行います。

19【設定メニュー】キー 設定メニュー画面で各種の設定を行います。

20【プログラム】キー 設定したコピー機能を登録したり、呼び出したりします。

21 22 23 24

28 27

25

26

21 【スキャン】キー／ランプ スキャンモードを使用するときに押します。ランプがグリー
ン点灯し、スキャンモードであることを示します。（ネッ
トワークカード NC-503 およびイメージコントローラ
IC-206 装着時のみ有効です。）

22 【コピー】キー／ランプ コピーモードを使用するときに押します。ランプがグリー
ン点灯し、コピーモードであることを示します。

23 【文字入力切替】キー 本機では使用しません。

24 【リセット】キー 操作パネルで入力したすべての設定（登録した設定を除く）
を解除します。
･ 設定中のジョブを消去します。

25 【割込み】キー／ランプ 割込みモードを使用するときに押します。ランプがグリー
ン点灯し、割込みモードであることを示します。
もう一度キーを押すと、割込みモードを解除し、割込みモー
ドに入る前のモードに戻ります。
PCプリント中にこのキーを押すと、プリントが停止し割
込みコピーできます。もう一度キーを押すと、PCプリン
トを再開します。

26 【クリア /ストップ】キー ･入力中の文字や数字を消去します。
･連続コピー動作を停止させます。
･ PCプリントを停止させます。
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27 【スタート】キー ･コピー動作を開始します。
･ ウォームアップ中に押すと、予約コピー機能がはたらきま
す。
･ グリーン色に点灯しているときはコピー受け付け可能なこ
とを示し、オレンジ色に点灯しているときはコピー開始の
準備ができないことを示しています。

28 テンキー ･コピー部数を設定します。
･各種設定値を入力します。
･短縮番号や文字を入力します。
･ ファクスモードではトーン送信（ダイアル回線）用に ＊キー
を使用し、外線のアクセス用に #キーを使用します。

参照

詳しくは、ユーザーズガイド第 2章「おつかいになるまえに」をごらんください。

はじめに
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例：倍率を設定する場合

▼ ▼ ▼

倍率が
122％
に設定
されま
した

【▼】を
１回押し、
【OK】 を
押す

●②

●①

【▼】を
２ 回 押
し、【OK】
を押す

●②

●①

● 本書ではこのような操作手順を「【▲】【▼】で選び【OK】を押す」と表現しています。
● 操作をやり直すときは【戻る】を押して、1つ前の画面に戻ります。

「固定倍率選択」を選択 「122％」を選択

9
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操作パネルでの操作
● ここで使用するキー

本機では設定を変更するときに  の【▲】【▼】【 ▲】【

▲

】を使ってカーソルや→を移動します。

選んだ内容を決定するときは、  の【OK】を押します。



原稿送り装置に原稿をセットする

 ▼  

● 原稿はコピーする面を上に向けてセットします。
● 原稿は最大 50枚までセットできます。
● 原稿は▼マークをこえないようにセットします。
● 本機では両面原稿を読込むことはできません。
● 原稿セットガイドを原稿サイズにあわせます。

原稿ガラス上に原稿をセットする

　

●①

　

●②

● 原稿はコピーする面を下に向けてセットします。
● 原稿は原稿ガラス左奥にある矢印にあわせます。①
●  透明な原稿（OHPフィルムなど）や薄い用紙の原稿（トレーシングペーパー）をセット
するときは、白い用紙を重ねてください。②

原稿のセット方法 本機では原稿送り装置を開いて、原稿ガラス上
に 1枚ずつ原稿をセットする方法と、原稿送り
装置に複数の原稿をセットする方法があります。

はじめに
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サイズの違う原稿を
セットする

●  【混載原稿】を押すと、同じ幅で長さ
の違う原稿をセットしてコピーでき
ます。

●  セットできる用紙サイズの組み合わ
せはA3wとA4v、B4wと B5vで
す。

ブック原稿をセット 
する

●①

●②

●  ブック原稿を見開きでコピーすると
きは、左奥の  印に合わせます。①

●  ブック原稿を 1ページごとにコピー
するときは、中央の—に合わせます。
②

●  原稿ガラス上に 3kg を超えるような
原稿を載せないでください。

原稿送り装置にセットできる用紙
片面原稿（50g/m2） A3w、B4w、A4w/v、B5w/v、A5v
    原稿幅：90 mm～ 297mm
    原稿長さ：210 mm～ 420 mm

11
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用紙をセットし、ガイド板を合わせる

 ▼  

● 用紙のサイズに合わせ、ガイド板をスライドさせます。
● 印刷したい面を上向きにします。
● 用紙は▼マークをこえないようにセットしてください。
● 300 枚までの普通紙をセットできます。
● 20 枚までの特殊紙（厚紙、OHPフィルム、官製はがき、ラベル用紙）をセットできます。
● 10 枚までの封筒をセットできます。

トレイを引きだす

 ▼  

● 押し上げ板を“カチッ”と音がするまで押し下げます。

1

用紙のセット方法 各給紙トレイに用紙をセットする方法を
説明します。

参照

詳しくは、ユーザーズガイド第 2章「おつかいになるまえに」をごらんください。

2

はじめに
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用紙をセットし、ガイド板を合わせる

 ▼  

● 印刷したい面を上向きにします。
● 用紙は▼マークをこえないようにセットしてください。
● 300 枚までの普通紙をセットできます。
● 特殊紙（厚紙、OHPフィルム、官製はがき、ラベル用紙、封筒）はセットできません。

トレイを引きだす

 ▼   

● 押し上げ板を“カチッ”と音がするまで押し下げます。

1

参照

詳しくは、ユーザーズガイド第 2章「コピーのとりかた」をごらんください。

2
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第２、第３、第４、第５トレイへのセット



ガイドを調整する

● 用紙のサイズに合わせ、ガイドをス
ライドさせます。

用紙をセットする

● マルチ手差しトレイの場合

● シングル手差しトレイの場合

● 印刷する面を下向きにします。
●  用紙は▼マークをこえないように
セットしてください。

手差しトレイへの
セット

STEP1 用紙の準備

手差しトレイの用紙のセット方法を用紙の準備と、用紙の設定の 2つのステップに分けて説明
します。

STEP1 用紙の準備  手差しトレイに用紙をセットします。

 
STEP2 用紙の設定  操作パネルで用紙の種類を設定します。

1 2

本機では普通紙を 100枚セットできるマルチ手差しトレイ（オプション）と用紙を 1枚だけセッ
トするシングル手差しトレイがあります。
ここでは 2種類の手差しトレイに用紙をセットする方法を紹介します。

他の給紙トレイにセットされていないサイズの
用紙や、官製はがき、ラベル用紙などに印刷し
たいときに、手差しトレイを使います。

はじめに
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操作パネルで用紙を設定する

　①

▼

　②

▼
　③

▼

　④

● 【▲】【▼】でサイズを選び、【OK】を押します。①
● 【▲】【▼】で用紙サイズを選び、【OK】を押します。②
● 【▲】【▼】で種類を選び、【OK】を押します。③
● 【▲】【▼】で用紙種類を選び、【OK】を押します。④
●  官製はがきをセットしたときは、用紙サイズで「ハガキ」を選ぶと、自動的に「種類」が「封
筒 /ハガキ」に設定されます。

参照

詳しくは、ユーザーズガイド第 4章「コピーのとりかた」をごらんください。

手差しトレイに設定できる用紙
用紙種類と容量（　）内はマルチ手差し装着時の枚数です。
普通紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）：1（100）枚まで OHPフィルム：1（20）枚まで
厚紙（91 g/m2 ～ 157 g/m2）：1（20）枚まで 官製はがき ：1（20）枚まで

封筒 ：1（10）枚まで
ラベル用紙 ：1（20）枚まで

用紙サイズ
定形紙 ： A3w～A5w/v、官製はがき 
不定形紙 ： （用紙幅）90㎜～ 297㎜　（用紙長）140㎜～ 432㎜

STEP2 用紙の設定

3
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「右扉を開けて下さい」と表示されたら

2

6 7 8 9 10

3 4 51 定着部

PCドラム

圧着レバー
転写ローラー

●  定着部周辺は高温になっています。①やけどの原因となりますので、手順内で説明してい
る部分以外には手を触れないでください。高温部分に手などが触れてしまった場合は、す
ぐに冷たい水で冷やし、医師にご相談ください。

●  転写ローラーの表面に触れると、コピー画質が低下する可能性があります。転写ローラー
の表面に触れないように注意してください。②

●  圧着レバーの解除はレバーのグリーン部を持って行なってください。③
●  PCドラムの表面に触れると、コピー画質が低下する可能性があります。PCドラムの表
面に触れないように注意してください。③

●  ローラーを回す時は、必ずグリーンのつまみを回してください。⑥

紙づまりの処理
本機で紙づまりが発生すると、アラームランプが点灯し、メッセージが表示されます。紙づまり
が発生した場合は、必ず操作パネルで発生位置を確認してから処理を行ってください。

ディスプレイ下行に表示された箇所が紙づ
まりの発生位置です。

注意

メッセージ 紙づまりの場所

右扉を開けて下さい 本体内部
第１トレイ
マルチ手差しトレイ

右扉２を開けて下さい 第２トレイ

右扉３を開けて下さい 第３トレイ

右扉４を開けて下さい 第４トレイ

右扉５を開けて下さい 第５トレイ

次の手順にしたがって、詰まった用紙を取り除きます。

はじめに

16



参照

詳しくは、ユーザーズガイド 11章「こんなメッセージが表示されたら」をごらんください。

「右扉 2～ 5を開けて下さい」と表示されたら

� �

��

�

�

●  上記イラストは右扉 2用の処理手順です。右扉 3～ 5も同様の手順で処理を行ってくだ
さい。

17

はじめに



トナーボトル交換のしかた

1 

3 

5 

4 

2 

6

●  トナーボトルは必ず本機専用のトナーボトルを使用してください。それ以外のトナーボト
ルを使用すると故障の原因となります。詳しくはサービス実施店にご連絡ください。

●  使用済みのトナーボトルはサービス実施店が回収します。捨てずに個装箱にいれて保管し
てください。②

●  シールをはがすときは、トナーが吹き出るおそれがあるので、ゆっくりはがしてください。
③

トナーボトルの交換
トナーが残り少なくなると、アラームランプが点灯し、メッセージが表示されます。メッセージ
が表示されたら、新しいトナーボトルと交換してください。

参照

トナーカートリッジの交換手順について詳しくは、ユーザーズガイド第 11章「こんなメッ
セージが表示されたら」をごらんください。

はじめに
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電源をオフにする

電源をオンにする

●  オートパワーオフが機能すると、電源がオフになります。本機を使用するときは、電源をオ
ンにしてください。

●  低電力（スリープ）モード中は【スタート】がグリーン色に点灯し、操作パネルのディスプ
レイ表示はオフになります。低電力（スリープ）モードは、操作パネル上のいずれかのキー
を押すと解除できるため、電源をオフ /オンする必要はありません。

● 印刷中に電源をオフにしないでください。紙づまりの原因となります。
●  動作中に電源をオフにすると、読込み中のデータ、通信中のデータや待機ジョブは削除され
ます。

参照

詳しくは、ユーザーズガイド第 2章「おつかいになるまえに」をごらんください。

19

はじめに

電源のオン /オフのしかた



はじめに

20

本機に装着できるオプションの構成について説明します。
オプションを追加することで、オフィス内でのニーズに対応することができます。

3

7

6

4

5

1

8

2

1 原稿カバーOC-504 セットした原稿が動かないように押さえます。以降、本文
中では原稿カバーと呼びます。

2 自動原稿送り装置
DF-502（標準装着）

自動的に原稿を 1枚ずつ送り出し、読込みます。
以降本文中では原稿送り装置と呼びます。

3 マルチ手差し給紙ユニット
MB-501

用紙を最大 100枚までセットできます。
以降本文中ではマルチ手差しトレイと呼びます。

4 ペーパーフィーダーユニット
PF-502

用紙を 300 枚セットできるペーパーフィーダーユニット
です。
本機には 4段まで増設できます。
以降本文中では第 2/ 第 3/ 第 4/ 第 5トレイと呼びます。

5 専用デスクDK-703 本機を専用デスクの上に設置できます。
専用デスクを使用することにより、本機をフロアに設置で
きます。
このデスクの上に、トレイを最大 4段増設できます。
以降本文中では専用デスクと呼びます。

オプション構成



21

はじめに

6 専用デスクDK-702 本機を専用デスクの上に設置できます。
専用デスクを使用することにより、本機をフロアに設置で
きます。
このデスクの上に、トレイを最大 2段増設できます。
本文中では専用デスクと呼びます。

7 専用デスクDK-701 本機を専用デスクの上に設置できます。
専用デスクを使用することにより、本機をフロアに設置で
きます。
このデスクの上に、トレイを 1段増設できます。
本文中では専用デスクと呼びます。

8 セパレータ JS-503 プリントされた用紙を仕分けることができます（PCプリ
ント時のみ有効）。
本文中ではセパレーターと呼びます。

9 イメージコントローラ
IC-206*

内蔵型のプリンタコントローラです。
•  本機を PCプリンター（PCL）として使用できます。
•  Windows および NetWare ネットワーク環境でのネッ
トワークプリントができます。
•  原稿をスキャンして、データをコンピューターに送った
り、メールに添付できます。
詳しくは、イメージコントローラ IC-206 のユーザーズガ
イドをごらんください。

10 ネットワークカード
NC-503*

内蔵型のネットワークカードです。
•  Windows および NetWare ネットワーク環境でのネッ
トワークプリントができます。
•  原稿をスキャンして、データをコンピューターに送った
りメールに添付できます。
詳しくはネットワークカードNC-503 のユーザーズガイ
ドをごらんください。

11 拡張メモリ
EM-103*

128MBの拡張メモリです。本機で処理できる原稿枚数を
増やすことができます。
本文中では拡張メモリーと呼びます。

12 防湿ヒータHT-502* 給紙キャビネットまたは専用デスクに取付け、用紙の湿気
を防止します。

*印は本体内蔵のため図解してありません。

参照

詳しくは、ユーザーズガイド第 2章「おつかいになるまえに」をごらんください。



画質を設定する

▼

【▲】【▼】
で選び【OK】
を押す

● 原稿に文字と写真の両方があるときは、「文字／写真」を選びます。
● 文字だけの原稿のときは、「文字」を選びます。
● 写真だけの原稿のときは、「写真」を選びます。

【コピー】を押し、原稿をセットする

● 原稿送り装置にセットする場合 ● 原稿ガラス上にセットする場合

参照

原稿のセットのしかたについては 10ページをごらんください。

1

2

22

コピーのとりかた 【コピー】を押してから、プリントするまでの
流れを説明します。

● ここで使用するキー
12 3

2 3 4 4

コピー機としてつかう



部数を設定し、スタートする

▼

● 原稿ガラスの上に原稿をセットしたときは、 1 、 4 の手順を繰り返します。

参照

プリントを中止するときは、【クリア /ストップ】を押します。詳しくは 40ページをご
らんください。

濃度を設定する

▼

自動設定のと
きは【▲】【▼】
で選び【OK】
を押す

▼
手動設定のと
きは【 ▲】【

▲

】
で選び【OK】
を押す

● 手動設定のときは、9段階の濃度を選べます。
● 画質設定で「写真」を選んだときは、【濃度】で自動設定を選ぶことはできません。

3

4

23

コピー機としてつかう



【コピー】を押し、原稿をセットする

● 原稿送り装置にセットする場合 ● 原稿ガラス上にセットする場合

参照

原稿のセットのしかたについては 10ページをごらんください。

1

コピー機としてつかう

24

原稿と違う大きさに
拡大／縮小したい

セットした原稿とプリントする用紙のサイ
ズが異なるときに、倍率を指定してコピー
できます。

● ここで使用するキー
12

2 3 3



【倍率】を押し、「固定選択倍率」を選ぶ

▼ ▼

● 倍率は 25％、50％、70％、81％、100％、122％、141％、200％、400％から選びます。
● 倍率をテンキーで指定するときは、「手動設定」を選びます。

2

▲▼キーで選び【OK】を押す

倍率を細かく指定する

▼ ▼

● 【クリア /ストップ】を押すと、入力した数値を消去できます。
参照

縦と横の倍率をそれぞれ指定するときは、「縦横変倍設定」で設定します。詳しくはユーザー
ズガイド第 4章「コピーのとりかた」をごらんください。

【▲】【▼】またはテンキーで
数値入力し、【OK】を押す

部数を設定し、スタートする

▼

● 原稿ガラスの上に原稿をセットしたときは、 1 、 3 の手順を繰り返します。
参照

プリントを中止するときは、【クリア /ストップ】を押します。詳しくは40ページをごらんください。

3

25

コピー機としてつかう



【コピー】を押し、原稿をセットする

● 原稿送り装置にセットする場合 ● 原稿ガラス上にセットする場合

参照

原稿のセットのしかたについては 10ページをごらんください。

1

コピー機としてつかう

26

用紙を節約して
コピーしたい

複数の原稿（2枚または 4枚）を 1枚の用紙に集
約してプリントする方法を紹介します。

● ここで使用するキー

12

2 3 3



部数を設定し、スタートする

▼

3

【集約】を押し、「2in1」、「4in1」を選ぶ

▼

参照

4in1 でプリントするときは、1ページ目、2ページ目、3ページ目、4ページ目のプリントする順番を
選択できます。詳しくはユーザーズガイド第 9章「設定メニュー／コピー設定」をごらんください。

2

原稿ガラス上に原稿をセットする場合

スキャンした
原稿枚数

原稿ガラス上に原稿をセットする場合、次の手順が必要です。
1. 次の原稿をセットして【OK】を押します。
2. すべての原稿の読込みが完了したら【スタート】を押します。

●  2in1 コピーのときは、3枚原稿を読込むと、自動的にプリントされます。
●  4in1 コピーのときは、5枚原稿を読込むと、自動的にプリントされます。

27

コピー機としてつかう



【コピー】を押し、原稿をセットする

● 原稿送り装置にセットする場合 ● 原稿ガラス上にセットする場合

1

手差しトレイに用紙をセットする

● シングル手差しの場合

X

Y

● マルチ手差しの場合

● シングル手差しトレイには、1枚の不定形紙をセットできます。
● マルチ手差しトレイには、最大 20枚の不定形紙をセットできます。
●  手差しトレイに用紙をセットすると、操作パネルに手差しトレイ用紙選択画面が表示され
ます。手順 3 の不定形紙の設定をしてください。

2

コピー機としてつかう

28

定形サイズ以外の用紙
にコピーしたい

本書では定形サイズ（A4やA3など）以外
の用紙を不定形紙とよびます。不定形紙に
コピーするときは操作パネルで用紙サイズ
を設定する必要があります。

手差しトレイの場合
● ここで使用するキー 13

4 4



不定形紙の設定をする

●①

▼

●②

▼

●③

▼

●④

▼

●⑤

▼

●⑥

● 不定形紙のサイズが分からないときは、XとYの長さを原稿スケールで確認してください。
● 【▲】【▼】で選び、【OK】を押します。①②⑤⑥
● テンキーで用紙サイズを入力し、【OK】を押します。③④

3

部数を設定し、スタートする

▼

参照

画質や濃度を設定するときは 22ページをごらんください。

4

29

コピー機としてつかう



【コピー】を押し、原稿をセットする

● 原稿送り装置にセットする場合 ● 原稿ガラス上にセットする場合

1

第 1トレイに用紙をセットする

XY

● 20 枚までの不定形紙をセットできます。
●  不定形紙のサイズが分からないときは、Xと Yの長さを原稿スケールで確認してください。

2

コピー機としてつかう

30

第 1トレイの場合
● ここで使用するキー 13

4 4

4

3

4



不定形紙の設定をする

▼

●①

▼

●②

▼

●③
▼

●④

▼

●⑤

▼

●⑥

▼

●⑦

▼

●⑧

● 【▲】【▼】で選び、【OK】を押します。①②③④⑥⑦⑧
● テンキーで用紙サイズを入力し、【OK】を押します。⑤

3

第 1トレイを選び、スタートする

▼ ▼

▼

● 第 1トレイの用紙にコピーするときは、操作パネルで「トレイ 1」を指定します。
参照

画質や濃度を設定するときは 22ページをごらんください。

4
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コピー機としてつかう



【コピー】を押し、原稿をセットする

原稿スケールに
あわせてセット
します

● 原稿は印刷面を下にしてセットします。
●  官製はがきは原稿ガラス上にセットします。本機の原稿送り装置は、はがき（厚紙）をセッ
トできません。

● はがきサイズの原稿はw向きにセットしてください。

1

印刷時の画像の向き
原稿画像の向きと用紙に印刷されるコピー画像の向きの関係は次のようになります。

コピー機としてつかう

32

はがきにコピーしたい 官製はがきにコピーをするときは、官
製はがきを手差しトレイまたは第１ト
レイにセットします。

手差しトレイの場合
● ここで使用するキー 3

4 4

1



はがきをセットする
　　　　　　● マルチ手差しトレイの場合　　● シングル手差しトレイの場合

　　　

●  はがきはw向きに、印刷する面を下にしてセットします。
●  手差しトレイにはがきをセットすると、操作パネルに手差しトレイ用紙選択画面が表示さ
れます。手順 3 のはがきの設定をしてください。

●  シングル手差しトレイには、1枚のはがきをセットできます。

2

部数を設定し、スタートする

▼

参照

画質や濃度を設定するときは 22ページをごらんください。

4

「ハガキ」の設定をする

●①

▼

●②
▼

●③

●  100mm× 148mmサイズの厚紙の場合に「ハガキ」を選びます。
●  【▲】【▼】で選び、【OK】を押します。①②③
●  「手差し用紙サイズ」で「ハガキ」を選ぶと、自動的に「種類」が「封筒 / ﾊｶﾞｷ」に設定
されます。

3

33

コピー機としてつかう



【コピー】を押し、原稿をセットする

原稿スケールに
あわせてセット
します

●  原稿は印刷面を下にしてセットします。
●  官製はがきは原稿ガラス上にセットします。本機の原稿送り装置は、はがき（厚紙）をセッ
トできません。

●  はがきサイズの原稿はw向きにセットしてください。

1

はがきをセットする

印刷する面を上に
してセットします

●  はがきはw向きに、印刷する面を上にしてセットします。
●  官製はがきをセットしても、用紙サイズは自動検出されません。
 手順 3 の「ハガキ」の設定をしてください。
●  20 枚までのはがきをセットできます。

2

コピー機としてつかう

34

第 1トレイの場合
● ここで使用するキー 1

4 4

3

4

3 4



「ハガキ」の設定をする

▼

●①

▼

●②

▼

●③
▼

●④

●  100mm× 148mmサイズの厚紙の場合に「ハガキ」を選びます。
●  【▲】【▼】で選び、【OK】を押します。①②③④
●  「トレイ 1用紙サイズ」で「ハガキ」を選ぶと、自動的に「種類」が「封筒 / ﾊｶﾞｷ」に設
定されます。

3

第 1トレイを選び、スタートする

▼ ▼

▼

●  第 1トレイの用紙にコピーするときは、操作パネルで「トレイ 1」を指定します。
参照

画質や濃度を設定するときは 22ページをごらんください。

4
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コピー機としてつかう



【コピー】を押し、原稿をセットする

●  原稿送り装置にセットする場合 ●  原稿ガラスにセットする場合

1

封筒をセットする

　

●  封筒は封印部を上向きにしてセットします。
●  シングル手差しトレイには、1枚の封筒をセットできます。
●  マルチ手差しトレイには、最大 10枚の封筒をセットできます。
●  手差しトレイに封筒をセットすると、操作パネルに手差しトレイ用紙選択画面が表示され
ます。手順 3 の封筒の設定をしてください。

2

コピー機としてつかう

36

封筒にコピーしたい 封筒にコピーするときは、操作パネル
で用紙サイズと用紙種類を設定する必
要があります。

手差しトレイの場合
● ここで使用するキー 1

4 4

3



封筒の設定をする

●①

▼

●②

▼

●③

▼

●④

▼

●⑤

▼

●⑥

●  【▲】【▼】で選び、【OK】を押します。①②⑤⑥
● テンキーで封筒のサイズを入力し、【OK】を押します。③④
● 封筒のサイズが分からないときは、Xと Yの長さを原稿スケールで確認してください。
● 【▲】【▼】で種類を選び、封筒 / ﾊｶﾞｷを選びます。⑤⑥

3

部数を設定し、スタートする

▼

参照

画質や濃度を設定するときは 22ページをごらんください。

4
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コピー機としてつかう



封筒をセットする

●  印刷する面を上に向けてセットします。
●  10 枚までの封筒をセットできます。

2

【コピー】を押し、原稿をセットする

●  原稿送り装置にセットする場合 ●  原稿ガラスにセットする場合

1

コピー機としてつかう

38

第 1トレイの場合
● ここで使用するキー 1

4 4

3

4

3



封筒の設定をする

▼

●①

▼

●②

▼

●③
▼

●④

▼

●⑤

▼

●⑥

▼

●⑦

▼

●⑧

●  【▲】【▼】で選び、【OK】を押します。①②③④⑥⑦⑧
●  テンキーで封筒のサイズを入力し、【OK】を押します。⑤
● 封筒のサイズがわからないときは、Xと Yの長さを原稿スケールで確認してください。
● 【▲】【▼】で種類を選び、「封筒 / ﾊｶﾞｷ」を選びます。⑦⑧

3

第 1トレイを選び、スタートする

▼ ▼

▼

●  第 1 トレイの用紙にコピーするときは、操作パネルで「トレイ 1」を指定します。
参照

画質や濃度を設定するときは 22ページをごらんください。

4

39

コピー機としてつかう



コピーの設定をし、スタートする1

【クリア /ストップ】を押す2

コピー機としてつかう

40

コピーの途中で
キャンセルしたい

【スタート】キーを押したあとに、コピーをキャ
ンセルする方法を紹介します。

● ここで使用するキー 3

1

2



「する」を選ぶ

●  【▲】【▼】で選び、【OK】を押します。
● 「しない」を選択すると、ジョブを再開できます。

3

41

コピー機としてつかう



ソフトウェアから印刷メニューを選ぶ

参照

●  プリントする前に本機のプリンタードライバーをインストールする必要があります。
 詳しくはGDI プリンタードライバーのユーザーズガイドをごらんください。

1

プリンタを選び、［プロパティ］を選ぶ

●① ●②

2

42

プリントのしかた コンピューターにあるデータを本機でプリン
トするときの手順を紹介します。

プリンタとしてつかう



プリントの設定をする3

［OK］を押す

▼

4

●①

●②

43

プリンタとしてつかう



プリンタを選び［プロパティ］をひらく

●① ●②

1

用紙サイズを選ぶ2

プリンタとしてつかう

44

用紙にあわせて拡大
縮小したい

コンピューターにあるデータに設定された
用紙サイズと、ドライバー上で設定する用
紙サイズを設定すると、用紙にあわせて拡
大縮小することができます。



原稿サイズまたは倍率を指定する

●  出力用紙サイズを設定する場合 ● ズームを設定する場合

● 「ズーム」で倍率を指定できます。ズームでは、「任意設定」を選び、倍率を指定します。

3

［OK］を押す4

45

プリンタとしてつかう



レイアウトを選び、ページ割付を選ぶ

●①
●②
●③

▼ ●④
●⑤

●  複数ページを 1枚の用紙に割付けるときは、「ページ割付」から指定します。②
●  ページ順を指定するときは、［ページ割付詳細］を選び「順序」を指定します。③④
●  ページごとに枠をつけるときは、「ページ枠の印刷」をチェックします。⑤

2

プリンタを選び［プロパティ］をひらく

●① ●②

1

プリンタとしてつかう

46

用紙を節約して
プリントしたい

複数のページをプリントするときに、1枚の用紙
へ印刷する枚数を選ぶことができます。
2枚、4枚、6枚、9枚、16 枚の原稿を 1ページ
に収めることができます。



プリントの設定をする

●  ページ割付の設定をしたときは、ズームで倍率を指定できません。
●  ページ割付の設定をしたときは、出力用紙サイズを指定できません。

3

［OK］を押す4

47

プリンタとしてつかう



プリンタを選び［プロパティ］を選ぶ

●① ●②

▼ ●③ ▼

●④

▼

●⑤
●⑥ ●⑦

▼ ●⑧ ▼

●⑨ ●⑩

●  登録されている以外のサイズの場合、「不定形サイズ設定」③を選び、本体に設定した用
紙サイズを登録します。［新規］④を押し、「名前」⑤と「サイズ」⑥を入力し、［OK］
⑦を押します。登録した用紙サイズを選択し、［OK］⑧を押します。次に「用紙サイズ」
⑨で登録した不定形紙を選びます。

●  「給紙トレイ」で「手差し」⑩を選びます。
●  「出力用紙サイズ」は、プリントするデータの用紙設定と同じサイズを選びます。

1

シングル手差しトレイの場合

コンピューター側の操作
●  本体のシングル手差しトレイに用紙をセットしていると、エラーメッセージが表示されます。
プリンタードライバーで設定したあとに用紙をセットしてください。

［OK］を押す2

プリンタとしてつかう

48

定形サイズ以外の用紙
にプリントしたい

不定形サイズのプリントをするときは、用
紙を手差しトレイまたは第１トレイにセッ
トします。



操作パネルのメッセージを確認し、用紙をセットする

● 1 枚の不定形紙をセットできます。
●  用紙をセットするとプリントが始まります。

3
本体側の操作

49

プリンタとしてつかう



用紙をセットする

● 20 枚までの不定形紙をセットできます。
●  用紙をセットすると、操作パネルに手差しトレイ用紙選択画面が表示されます。手順 2
の不定形紙の設定をしてください。

1

不定形紙の設定をする

●①

▼

●②

▼

●③
▼

●④

▼

●⑤

▼

●⑥

●  不定形紙のサイズが分からないときは、XとYの長さを原稿スケールで確認してください。
● 【▲】【▼】で選び、【OK】を押します。①②⑤⑥
● テンキーで用紙サイズを入力し、【OK】を押します。③④

2

プリンタとしてつかう

50

マルチ手差しトレイの場合

本体側の操作



プリンタを選び［プロパティ］を選ぶ

●① ●②
▼ ●③ ▼

●④

▼

●⑤
●⑥ ●⑦

▼ ●⑧ ▼
●⑨ ●⑩

●  登録されている以外のサイズの場合、「不定形サイズ設定」③を選び、本体に設定した用
紙サイズを登録します。［新規］④を押し、「名前」⑤と「サイズ」⑥を入力し、［OK］
⑦を押します。登録した用紙サイズを選択し、［OK］⑧を押します。次に「用紙サイズ」
⑨で登録した不定形紙を選びます。

●  「給紙トレイ」で「手差し」⑩を選びます。
●  「出力用紙サイズ」は、プリントするデータの用紙設定と同じサイズを選びます。

3
コンピューター側の操作

［OK］を押す4

51

プリンタとしてつかう



用紙をセットする

XY

● 20 枚までの不定形紙をセットできます。

1

不定形紙の設定をする

▼

●①

▼

●②

▼

●③

▼

●④

▼

●⑤

▼

●⑥

▼

●⑦

▼

●⑧

●  不定形紙のサイズが分からないときは、XとYの長さを原稿スケールで確認してください。
● 【▲】【▼】で選び、【OK】を押します。①②③④⑥⑦⑧
● テンキーで用紙サイズを入力し、【OK】を押します。⑤

2

プリンタとしてつかう

52

第 1トレイの場合

本体側の操作



プリンタの［プロパティ］を選ぶ

●① ●②
▼ ●③ ▼

●④

▼

●⑤
●⑥ ●⑦

▼ ●⑧ ▼
●⑨ ●⑩

●  登録されている以外のサイズの場合、「不定形サイズ設定」③を選び、本体に設定した用
紙サイズを登録します。［新規］④を押し、「名前」⑤と「サイズ」⑥を入力し、［OK］
⑦を押します。登録した用紙サイズを選択し、［OK］⑧を押します。次に「用紙サイズ」
⑨で登録した不定形紙を選びます。

●  「給紙トレイ」で「トレイ 1」を選びます。⑩
●  「出力用紙サイズ」は、プリントするデータの用紙設定と同じサイズを選びます。

3
コンピューター側の操作

［OK］を押す4

53

プリンタとしてつかう



プリンタの［プロパティ］を選ぶ

●① ●②

▼ ●③ ▼
●④

▼

●⑤

●  「用紙サイズ」で「ハガキ」を選びます。③
● 「出力用紙サイズ」は、プリントするデータの用紙設定と同じサイズを選びます。
● 「給紙トレイ」で「手差し」を選びます。④
● 「用紙種類」で「封筒・はがき」を選びます。⑤

1

シングル手差しトレイの場合

コンピューター側の操作
●  本体のシングル手差しトレイに用紙をセットしていると、エラーメッセージが表示されます。
プリンタードライバーを設定したあとに用紙をセットしてください。

［OK］を押す2

プリンタとしてつかう

54

はがきにプリント 
したい

官製はがきにプリントをするときは、官製
はがきを手差しトレイまたは第１トレイに
セットします。



はがきをセットする

　　　

● はがきはw向きに、印刷する面を下にしてセットします。
● 1 枚のはがきをセットできます。
●  用紙をセットするとプリントが始まります。

3
本体側の操作

55

プリンタとしてつかう



はがきをセットする

　　

● はがきはw向きに、印刷する面を下にしてセットします。
● 20 枚までのはがきをセットできます。
●  はがきをセットすると、操作パネルに手差しトレイ用紙選択画面が表示されます。手順

2 のはがきの設定をしてください。

1

「ハガキ」の設定をする

●①

▼

●②

▼

●③

●  100 mm× 148 mmサイズの厚紙をセットするときに「ハガキ」を選びます。
●  【▲】【▼】で選び、【OK】を押します。①②③
●  「手差し用紙サイズ」で「ハガキ」を選ぶと、自動的に「種類」が「封筒 / ﾊｶﾞｷ」に設定
されます。

2

プリンタとしてつかう

56

マルチトレイの場合

本体側の操作



プリンタの［プロパティ］を選ぶ

●① ●②

▼

●③

▼

●④

▼

●⑤

●  「用紙サイズ」で「ハガキ」を選びます。③
● 「出力用紙サイズ」は、プリントするデータの用紙設定と同じサイズを選びます。
● 「給紙トレイ」で「手差し」を選びます。④
● 「用紙種類」で「封筒・はがき」を選びます。⑤

3
コンピューター側の操作

［OK］を押す4

57

プリンタとしてつかう



はがきをセットする

● はがきはw向きに、印刷する面を上に向けてセットします。
● 20 枚までのはがきをセットできます。

1

「ハガキ」の設定をする

▼

●①

▼

●②
▼

●③

▼

●④

●  100 mm× 148 mmサイズの厚紙をセットするときに「ハガキ」を選びます。
●  【▲】【▼】で選び、【OK】を押します。①②③④
●  「トレイ 1用紙サイズ」で「ハガキ」を選ぶと、自動的に「種類」が「封筒 / ﾊｶﾞｷ」に設
定されます。

2

プリンタとしてつかう

58

第 1トレイの場合

本体側の操作



プリンタの［プロパティ］を選ぶ

●① ●②

▼

●③

▼

●④

▼

●⑤

●  「用紙サイズ」で「ハガキ」を選びます。③
● 「出力用紙サイズ」は、プリントするデータの用紙設定と同じサイズを選びます。
● 「給紙トレイ」で「トレイ 1」を選びます。④
● 「用紙種類」で「封筒・はがき」を選びます。⑤

3
コンピューター側の操作

［OK］を押す4

59

プリンタとしてつかう



プリンタを選び［プロパティ］を選ぶ

●① ●②
▼

●③

▼

●④

▼

●⑤

●  プリンタードライバーで登録されている封筒のサイズは「Env.You-1(120 × 176 mm)」
「Env.You-4（105× 235 mm）」「Env.You-6（98× 190 mm）」です。
●  「用紙サイズ」で封筒のサイズを選びます。③
● 「給紙トレイ」で「手差し」を選びます。④
● 「用紙種類」で「封筒・はがき」を選びます。⑤
●  「出力用紙サイズ」は、プリントするデータの用紙設定と同じサイズを選びます。

参照

●  登録されていないサイズの封筒にプリントするときは、P48の手順 1 を参照してくだ
さい。

1

コンピューター側の操作
●  本体のシングル手差しトレイに用紙をセットしていると、エラーメッセージが表示されます。
プリンタードライバーで設定したあとに用紙をセットしてください。

［OK］を押す2

プリンタとしてつかう

60

封筒にプリントしたい
シングル手差しトレイの場合

封筒にプリントするときは、操作パネルで
用紙サイズと用紙種類を設定し、プリント
するデータやプリンタードライバーで封筒
のサイズを選ぶ必要があります。



封筒をセットする

● 封筒は封印部を上向きにしてセットします。
●  1 枚の封筒をセットできます。
●  用紙をセットするとプリントが始まります。

3

本体側の操作

61

プリンタとしてつかう



封筒をセットする

● 封筒は封印部を上向きにしてセットします。
●  10 枚までの封筒をセットできます。
●  封筒をセットすると、操作パネルに手差しトレイ用紙選択画面が表示されます。手順 2
の封筒の設定をしてください。

1

封筒の設定をする

●①

▼

●②

▼

●③

●④

▼

●⑤

▼

●⑥

●  【▲】【▼】で選び、【OK】を押します。①②⑤⑥
●  テンキーで封筒のサイズを入力し、【OK】を押します。③④
● 封筒のサイズが分からないときは、Xと Yの長さを原稿スケールで確認してください。
● 【▲】【▼】で種類を選び、「封筒 / ﾊｶﾞｷ」を選びます。⑤⑥

2

プリンタとしてつかう

62

マルチ手差しトレイの場合

本体側の操作



プリンタを選び［プロパティ］を選ぶ

●① ●②

▼

●③

▼

●④

▼

●⑤

●  プリンタードライバーで登録されている封筒のサイズは「Env.You-1(120 × 176 mm)」
「Env.You-4（105× 235 mm）」「Env.You-6（98× 190 mm）」です。
●  「用紙サイズ」で封筒のサイズを選びます。③
● 「給紙トレイ」で「手差し」を選びます。④
● 「用紙種類」で「封筒・はがき」を選びます。⑤
●  「出力用紙サイズ」は、プリントするデータの用紙設定と同じサイズを選びます。

参照

●  登録されていないサイズの封筒にプリントするときは、P48の手順 1 を参照してくだ
さい。

3

コンピューター側の操作

［OK］を押す4

63

プリンタとしてつかう



封筒をセットする

● 印刷する面を上に向けてセットします。
● 10 枚までの封筒をセットできます。

1

封筒の設定をする

▼

●①

▼

●②

▼

●③

▼

●④

▼

●⑤

▼

●⑥

▼

●⑦

▼

●⑧

●  封筒のサイズが分からないときは、Xと Yの長さを原稿スケールで確認してください。
● 【▲】【▼】で選び、【OK】を押します。①②③④⑥⑦⑧
● テンキーで封筒のサイズを入力し、【OK】を押します。⑤
● 【▲】【▼】で種類を選び、「封筒 / ﾊｶﾞｷ」を選びます。⑦⑧

2

プリンタとしてつかう

64

第 1トレイの場合

本体側の操作



プリンタの［プロパティ］を選ぶ

●① ●②

▼

●③

▼

●④

▼ ●⑤

●  プリンタードライバーで登録されている封筒のサイズは「Env.You-1(120 × 176 mm)」
「Env.You-4（105× 235 mm）」「Env.You-6（98× 190 mm）」です。
●  「用紙サイズ」で封筒のサイズを選びます。③
● 「給紙トレイ」で「トレイ 1」を選びます。④
● 「用紙種類」で「封筒・はがき」を選びます。⑤
●  「用紙サイズ」は、プリントするデータの用紙設定と同じサイズを選びます。

参照

●  登録されていないサイズの封筒にプリントするときは、P48の手順 3 の③から先の手
順を参照してください。

3
コンピューター側の操作

［OK］を押す4

65

プリンタとしてつかう



コンピューターでアプリケーションを起動する

●① ●② ▼

●④

●③

● ここではAdobe Acrobat を例に説明します。

1

読込み設定をする

▼ ▼ ▼

▼ ▼

2

66

スキャンのしかた
コンピューターに TWAINドライバをインストールすると、本機でスキャンした原稿をデータに
してコンピューターに取り込むことができます。
コンピューターの画面からスキャンを開始する“プルスキャン”と本機の［スタート］を押して
スキャンする“プッシュスキャン”があります。
ここではプルスキャンとプッシュスキャンの操作方法を紹介します。

スキャナとしてつかう



スキャンする

プルスキャンの場合
● 原稿をセットし、［スキャン］を押します。

▼

プッシュスキャンの場合
● ［スキャン］を押し、原稿をセットします。
● 本体操作パネルの【スタート】を押すとスキャンを開始します。

▼ 　 ▼

3

67

スキャナとしてつかう



電源がはいらない

Answer
次の点を確認してください。
●  本体の電源プラグがコンセントにしっか
り入っているか確認してください。またブ
レーカーが落ちていないか確認してくだ
さい。

●  電源がオンになっているか確認してくだ
さい。

確認後も電源が入らない場合は、サービス実施店にご連絡ください。

消耗品交換表示がでた

Answer
本機に使用されている消耗品が残り少なくなると交換時期をお知らせします。

交換を促すメッセージが表示されたら、消耗品がなくなってきた合図です。メッセージが表
示されてもしばらくはコピーできますが、早めに消耗品を用意しましょう。

交換後もメッセージが消えない場合は、サービス実施店にご連絡ください。

Q

Q

68

困ったときは ご使用の際に、よくあるトラブルの対処法をQ&A の形
式で紹介していきます。
記載されている対処方法を行っても状況が改善しないと
きはサービス実施店にご連絡ください。

困ったときは



紙づまりメッセージが消えない

ディスプレイに表示された紙づまり部分以外のところで、紙がつまっている場合があります。
ディスプレイに表示されていない部分も、再度確認してください。

Answer
●  ディスプレイに表示された個所の奥に紙片などが残っていないか確認してください。うま
く紙が取り除けない場合は無理をしないでサービス実施店までご連絡ください。

●  ディスプレイに表示された場所のドアを再度開け閉めしてください。この動作でメッセー
ジが消えることがあります。

注意

確認後も紙づまりの表示が消えない場合は、サービス実施店にご連絡ください。

トラブルメッセージが出た

お客様では処理できないトラブルが起こったとき、「マシントラブルです　サービスに連絡」
というメッセージが表示されます。（サービスコール画面）
サービスコール画面には、通常、Cではじまるトラブルコードが表示されます。

Answer
ディスプレイにこのメッセージが表示されたら、いったん電源スイッチをオフにし、10秒
くらい待ってから再度オンにしてみてください。
それでも表示が消えない場合は、ディスプレイに表示されたトラブルコードを確認した上、
本体の電源プラグをコンセントから抜いた状態でサービス実施店にご連絡ください。

Q

Q
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困ったときは
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設定できる項目は 13種類あります。

1 本体設定 本機の動作環境に関する設定を行います。

2 トレイ設定 第 1 トレイにセットされている用紙のサイズと種類を指定します。
また、トレイごとに自動トレイ切替えの設定を行うことができます。

3 不定形サイズ登録 不定形サイズを 2 種類まで登録します。

4 ユーザー保守 機能低下を防ぐための保守動作を実行します。

5 管理者設定 管理者が部門ごとに管理するための設定やリモートモニタの設定を行
います。

6 コピー設定 1 各コピー機能の初期設定を指定します。

7 コピー設定 2

参照

●  詳しくは、ユーザーズガイド第 9章「設定メニュー／コピー設定」をごらんください。
●  詳しくは、ユーザーズガイド第 10章「設定メニュー／ファクス設定」をごらんください。

本機で設定できる
内容

設定メニューでは、お使いの条件や環境に合わ
せて、機能ごとに初期値を設定できます。
各設定は操作パネルの【設定メニュー】を押す
と変更できます。

設定メニュー
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設定メニュー
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